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概要 
Abstract 

2019 年に世界保健機関（WHO）から国際疾病分類第 11 版（ICD -11）が発

効され、30 年ぶりに改定されました。その中で老化関連が疾患コード XT9T
として採用され、老化を疾患と捉えて、それに対する治療が話題になるように

なりました。2020 年にはエピジェネティック・クロックが提唱され若返りが制御

できる可能性が示唆されるようになり、その中の一つに幹細胞に関しても言

及されています。細胞の若返りとしては、山中教授の iPS 細胞は一つの究極

形とも言えますが、私が 20 年以上に渡り携わってきた体性幹細胞（組織幹

細胞）は、実際に我々の体の中に存在して日々の生活を支えている細胞で、

これらの幹細胞が老化と共に減少してくること、細胞同士のコミュニケーショ

ンが薄れてくることなども言われています。これからの新しい医療として、こ

の幹細胞を使用した再生医療の可能性と現在の問題、そしてこれからのテ

ーマについて私なりの考えを述べたいと思います。 
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